
 

 

  

【 準備したもの】  

・ 色水・プール・ 氷・オケ・ タ ライ・絵の具・

バケツやカップなど・スポンジ  

【 ①水に触れる】  
・ 少し 緊張しながら たらいの中にそっと手を入れてみた
り、 パシャパシャと音を立てて見たりする姿が見られた。
水の冷たさやぬるさを感じながら何度も繰り返し楽しんで
いた。  
・ふいに体や顔に水がかかると不快に感じる子がいた。複
数のたらいを用意し、人数の殺到を避けてあげる事で自分
のタイミングで水に触れる事が出来 た。  

【 ②氷】  
・ 氷に触れると「冷たいね」と笑顔を浮かべたり、びっくりして
手を引っ込めたりする姿が見られた。少しずつ慣れてくると、て
のひらで思い切り触れる子もいれば、指先でつんつんと慎重に触
ってみる子と個人差が見られた。個々のペースで氷の冷たい感触
を楽しんでいた。だんだん小さくなっていく氷をじっと見つめる
姿もあり、溶けていく不思議さを感じていた。  

【④ プール】  
・ だんだんと 水に慣れてきた子どもたちは 、活動量が多
くな り、 大きいプール を見ると 興奮していた。 中には緊
張してる子もいたので、 抵抗を少なくするために最初は
水を低く張ると不安な子は端の方に立っていた。慣れて
くるとプールの中で寝そべったり、ワニ歩きをしたりし
て、自分で顔の高さを調整したり水の抵抗を感じたり
と、体全部を使って水を感じていた。  

【③ 色水】  
・ コップなどに色水を入れて、じっと見つめたり 、「ジュー
ス屋さんだよ」と嬉しそうに伝えてくれる姿が見られた。
色水をぐるぐると混ぜてみたり、何度も入れたり出したり
しながら色が変わる様子を楽しんでいた。カップからカッ
プに移し替える時にこぼれてしまい、水の冷たさや手に伝
わる感触を感じながらも繰り返し楽しんでいた。  
 

【 活動内容】  
・ 全身を使って「気持ちいい」を感じる。  
・ 泡や色水、人形すくいなどの水を使った活動を通して、様々な感触や
変化を楽しみながら水の心地よさを味わう。  
・水や泡、色水に触れながら冷たさや柔らかさ・重さなどの違いを感じ、
感触遊びを楽しむ。  

 

 

子どもの様子  

【 振り返り】  

・ 水や素材を使った感触活 動は、感じ方に個人差 があるのでそれぞれが

安心して参加出来る よう 、環境設定をよく考えていった。（ ダイナミック

に楽しむ活動は、 奥の方にして、広めにスペースを確保 し、濡れたくな

い子に配慮するなど） 子どもが自分に合った環境を選べるよう にしてい

き、各コーナーの保育士が子どもの様子に合わせた誘い掛け方や関わり

方をしていったことで 、個々のペースで楽しむ事ができた。  

・プールでは、最初は戸惑う姿が見られたが、保育士と一緒に入る事で

安心し、段々と全身で水に触れていた。水の心地よさを感じながら笑顔

で楽しむ事が出来た。  

・ 素材を使った水活動…氷 では、 大きめの氷を用意し、みんなで触れ ら

れるようにしていくことで、 「つめたいね」「きれいだね」と感じた事を

友だちと一緒に気持ちを分け合う時間に出来た。 近くでまた、掌の中で

だんだんと溶けていく 瞬間を楽しんだり、色水では色を混ぜた時の変化

を喜ぶ姿が見られた。  

 

 ８ 月 ②『 水』  

         ≪テーマの設定理由≫ 
 
・ 様々なコーナーを設定し、一人ひとりの発達や気持ちに
合わせられるようにす るため。  

 

活動時間→60 分 活動人数→15 人 


